
交付金プロジェクト様式 

様式６－３ 
 

平成２５年度 交付金プロジェクト研究課題 終了評価結果 

 

課題名：高バイオマス生産性と高ストレス耐性を付与した組換え樹木の開発 

主査氏名（所属）：丸山毅（生物工学研究領域・領域長） 

担当部署：生物工学研究領域、バイオマス化学研究領域 

参画機関：理化学研究所環境資源科学研究センター 

 

研究期間：平成２３～２５年度 

 

１．目的 

 温暖化の軽減や地球環境の保全において森林の果たす役割が重要視されている。その中で、不良

環境下における二酸化炭素吸収源としての植林に遺伝子組換え樹木の活用が期待される。本研究課

題では、バイオマス生産の向上や環境保全に寄与するスーパー樹木の開発推進に向けて、遺伝子組

換え体の作製と評価系の構築を目指す。具体的には、植物ホルモン代謝系酵素遺伝子やオリゴ糖合

成酵素遺伝子を利用して、生産性や環境ストレス耐性の向上した組換え樹木の開発を目的とする。 

 

２．全期間における研究成果の概要 

高バイオマス生産性と高ストレス耐性を付与した組換え樹木の開発に向けて、細胞を伸長する作用

をもつ植物ホルモンであるジベレリン（GA）の生合成と分解に関わる酵素遺伝子の働きを変化させた

組換えポプラや環境ストレス耐性の向上にむけたオリゴ糖合成酵素遺伝子を導入した組換えポプラ

を作製し、それらを評価するための水耕栽培による評価系を開発した。 

活性型ジベレリンの生合成に関わる GA20酸化酵素の遺伝子を過剰発現させたポプラは、非組換え

ポプラと比べ、樹高伸長量が 1.9 倍に増大し、バイオマス量で茎に由来する部分が 2.7 倍に増加し

た。一方、活性型ジベレリンを不活性型に変換する GA2 水酸化酵素の遺伝子を過剰発現させた組

換えポプラは、樹高が半分となり、バイオマスの配分が変化して根の割合が大きくなった。このよ

うに、ジベレリンの代謝系を改変することでポプラの成長制御技術を開発できた。オリゴ糖合成酵

素遺伝子を過剰発現させた組換えポプラは、耐塩性試験において非組換えポプラはほとんど枯死し

たのに対して、100％の生存率を示し、ストレス耐性の付与に成功した。 
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５．評価結果の概要 

本プロジェクトは、高いバイオマス生産能力を有し環境保全に貢献できる樹木の開発に向けて、

遺伝子組換えポプラの作製とその成長特性ならびにストレス耐性の解析・評価を目標とし、成長速

度の増加、バイオマス生産量の増加や高ストレス環境下への移植性の向上が認められた。これらの

結果から、目標としていた形質の組換え体の作製とその評価について、一定の成果が得られたと判

断する。今後は、これら組換え体の実用化に向けて、入念な研究計画の下、温室内試験や閉鎖系野

外試験などにより、長期間にわたる成長特性やストレス耐性の解析・評価が行われることを期待す

る。 

 

６．評価において指摘された事項への対応 

 本研究において、組換えポプラの成長特性等の評価は人工気象環境下で行っており、屋外で栽

培したときに同様の成長特性を示すかどうかは不明である。今後、遺伝子組換え生物に関する法

令に従いながら、より自然環境に近い条件下で特性評価を長期的に行われる予定である。本課題は、

「Ｉ３１１：ゲノム情報に基づく樹木の生理機能の解明と利用技術の開発」において発展させる。 

  


